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① 読書と思索への誘い 

 
こんにちは、 
福井県立三国高等学校からまいりました、ハリコと申

します。本日は、読書と思索への誘いと題しまして、

本校の『読書活動』の取り組みを、紹介させていただ

きます。 
なお、本校司書の前田が、オペレーターをつとめさせ

ていただきます。 

 
それではまず、簡単に、私どもの学校を紹介させてい

ただきます。 

②学校紹介 

画面の上の部分に広がるのは、日本海です。 
写真には写 
っていませんが、右手側には、白山の山並みが広がっ

ているという、風光明媚な立地となっております。 
写真中程、本校を取り巻く緑の一帯が、その名も緑ヶ

丘ということで、高みですので、校舎の窓から、日本

海に沈む夕日を見わたすことが出来ます。

 

さて、上方に、東尋坊と表示してありますが、今回は 
福井県有数の観光スポットとしてでなく、本校ゆかり

の、そしてまた、ご当地大阪ゆかりの詩人でもある、

三好達治の詩碑が建てられている場所として、紹介さ

せていただく次第です。 
戦時疎開で三国町に仮寓した詩人は、生前から、詩碑

を建てるなら、是非、三国にと希望していたというこ

とで、没後間もなく、処女詩集『測量船』の巻頭詩、

「春の岬」を刻んだ詩碑が建てられました。 

 
ただ、地元三国としては、同じく詩碑を建立するなら、

地元三国を歌った詩碑にしてほしかったという、不満

が実はひそかにくすぶり続けておりまして、町政百年

を迎えた年に、記念事業の一環として、新たな詩碑が

建てられております。 
 
刻まれましたのは、三国時代に刊行された詩集『故郷

の花』所収の一篇、「荒天薄暮」という長詩です。 
 本校校歌が、実はは達治の作詞ということで、ゆか

りの詩人という言い方をさせていただきました。 
 
それでは本校の全景を御覧いただきましょう。 

 

③福井県立三国高等学校 

 写真は、この春の風景です。 
 現在、全校生徒は約７００名。 
 各学年、普通科5クラス、家政科1クラスの編成に
なっております。 
 門の奥に小さく、正面玄関が見えておりますが、そ

の右手に、校歌の歌碑が建っております。 
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 ④校歌の歌碑 

 実は、校歌制定の頃、詩人は既に、上京を果たして

おりました。関係者が詩人を訪ねてついに作詞が実

現した経緯は、本校の百周年誌などにも記載されて

おりますが、三国での5年間がなかったら、三好達
治作詞の校歌は、ありえなかったと思われます。 
 昭和１９年から２４年まで、足かけ5年を過ごした
町を、詩人は後年、「わが心の故郷」と呼んでなつか

しみました。 
 
 さて、ちょっと歌詞を見ていただきましょう 

 → ズーム 
   心高かれ、若人は 
   雲美しき朝明けに 
   はるかに望む白山の 
   雪の峰より 
   いやきよく 
   心高かれ、若人は 
  
   「心高かれ」のフレーズが繰り返されておりま

すが、これはそのまま、私どもの学校の校訓とし

て、様々な教育活動の基本理念となっております。 

 

  ⑤校訓 

  心高かれ！四文字七音のことばですが、かみくだ

きますと、「心に志を持ち、それを実現するための

惜しみない努力を重ねなさい。」「一人の人間とし

て充実した生き方を目指すだけでなく、人々の幸

福と平和、人類の未来を視野に入れた生き方を目

指しなさい。」とでもなるのでしょうか？  
この精神が、本校を支える理念となっているわ

けです。 
 
   それではいよいよ、本校図書館の活動へと、話

を進めて参ります。 

 

  ⑥はじめに 

  「心に残る本との出逢い」とありますが、 
  図書館の入り口に掲げられた看板です。 
心の糧となる読書体験と、広く眺め、深く考える

思索の涵養は、先に掲げた校訓に直結するものと

して、本校の図書館がさまざまな形で取り組んで

きた課題でした。 
本日、紹介させていただく、『読書活動２０１０』、 

（現在は２０１２）は、この取り組みのなかで、考案

され、今もなお、より有効な活用法を模索していると

ころです。 
現在までの3年間は、試行錯誤の連続でしたが、 
ここまでの経緯を詳らかにすることで、学校図書館の

可能性について考えるときの、手掛かりの一端になれ

ばと思っています。 
 
それでは最初に、本校図書館の活動を、簡単に紹介さ 
せていただきます。 
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⑦図書館のようす 

 写真の手前が入り口になります。貸し出しのカウン 
ターがある、その直ぐ奥に、貞子風のロングヘアの女 
の子が座っている席になります。 
 左奥にわずかにカーテンが見えていますが、こちら 
側が、前庭を見下ろすベランダになっています。 
 右手側、上の部分が明かり取りの窓になっています 
が、すぐ下がグランドです。 
 盛況のように見えますが、床面積１６０平方メート 
ルというスペースのせいもあるかもしれません。 
手狭な図書館で、本の配架に苦しんでいるような状 
況です。 
 
 さて一年の活動のスタートとなるのが、新入生向け 
の利用指導です。 
 

 

⑧オリエンテーション 

 画面の左側を御覧下さい。 
 パワーポイントを使って、利用指導を行っていると 
ころです。生徒たちは、ここで説明をうけた後、図書 
館に移動して、実際に本を借りる体験をします。 
 公共図書館ですと、個人のカードがあるわけですが、 

紛失や不携帯というトラブルも予想されますので、 
本校では、バーコードを冊子におさめたものをカウン 
ターに置き、手続きをしております。 
 通常は、図書委員が行うのですが、４月当初で、ま 
だ委員がおりませんので、図書のスタッフ（私ですが） 
が代行しています。 
 
さて、 
現在、殆どの学校で朝読書が行なわれていると思いま 
すが、本校でも期間を限って実施しています。 

 

⑨読書タイム 

前期、後期、各一週間、読書タイムという名称で、 

朝15分の読書をおこなっています。 
写真は、今年度前期、6月の映像です。 
 スタッフがカメラをもって赴きますと、多少、熱心 
に読んでいる雰囲気が演出される傾向はありますが、 
期間を一週間としているせいもあって、読書態度はお 
おむね、良好なようです。 
 
 右下の籠は、学級文庫です。各クラスの図書委員が、 
前もってかり出し、期間中は教室において利用します。 
図書を選んで借りだし、期間中しっかり管理し、ま

ちがいなく返却するところまでが、図書委員の仕事と

なっています。  
各クラス20冊を貸し出しますので、期間終了後は、
返却のチェックに追われます。たいへんといえばたい

へんですが、図書館の本はつまらないとう思いこみに

縛られていたり、部活動を口実にしたりして、図書館

に足を向けない生徒たちが多いなか、すこしでも多く

の生徒が、図書館の本を手に取り、読んでくれればと

いう思いで、つづけられています。 
 
  さて、それでは、本校図書館の中をご案内したい
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と思います。  

 

  ⑩書架 

  先に見ていただいたように、狭い館内ですので、

新着図書を何処に置き、どのように案内すれば、

生徒たちの目にとまりやすいだろうかと、頭を悩

ますことになります。 
   
  まず、右手の書架ですが → ズーム 
 
右手の新着図書の棚は、館内にはいってすぐのと

ころに置かれています。著者の名前がカードで示

されていて、利用しやすくなっています。 
 
  次いで、真ん中の回転書架を御覧下さい。 
 
  ここ納められておりますのは、学年ごとのお薦め

本です。後ほど、改めて説明させていただきます

が、『読書活動２０１０』創設の際、選定した推奨

本がこれに当たります。 
 
  左のブックトラックは 
 
  随時、入れ替えて、話題の図書、読んで貰いたい

本、読みやすい本などを、並べています。 
現在は、夏休みということで、読書感想文のテキ 
ストにふさわしい、しかも読みやすい本という基準で、

短編集を中心に、生徒の利用に備えています。 
 休暇中も補習があり、また、3 年生は進学や就職の
対策に、来館しています。 
 
以上、館内を見ていただきましたが、 
 
館内の整備と並行して、行っているのが、図書館その

ものへの関心を引く試みです。 

 

 ⑪広報活動 

広報活動には、毎月発行の図書館便りと、掲示板の 
ディスプレイ、そのときどきに張りだすポスターなど

がありますが、 
まずは、図書館便りを見ていただきます。 
 

 4月は、新入生を意識して、三国が文学の町である 
ことを強調した紙面になっています。  

→ 4月号 
  三国という町は、福井県の北端になり、県庁所在 
地の福井市までは、私鉄で約50分、陸の孤島の異 
名をとっている町ですが、そのぶん、学校と地域と 
の結びつきが強い土地柄となっています。 
 町にゆかりの文学者を顕彰する行事があるときに 
は、まっさきに、本校に声がかかります。 
 というわけで、今年も4月1日に、女流俳人森田 
愛子の追悼句会に、本校の生徒が参加しています。

これは、それを紹介した記事です。 
 ちょっと補わせていただきますと、 
 森田愛子は、高濱虚子の門人で、虚子作の短編『虹』 
のヒロインです。彼女を見舞うために、俳諧の巨匠 
は三度、三国に足を運んでいます。 
 折角ですので、生徒の句をご紹介しましょう１ 

白梅のかがやくほどの日差し欲し 
しんみりと友と語らう花の下  
四月馬鹿笑うに困る君の嘘 
道明寺の呼び名覚えし桜餅 
椿咲くいとおしいまで大輪に 

 なかなかの出来映えかと思いますが、当日、その場

での投句です。現場からのレポートですのでたしかで

す。図書館は地域の人の要請を受け、生徒を派遣する

窓口にも、引率責任者にもなっているというわけです。 
 
5月、6月は 
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今年度は学校長も、教頭も新任ということで、それぞ

れ、本にまつわるテーマでのエッセイを依頼しました。 
御覧下さい。  それぞれ、ズーム 
 「読書のすヽめ」という見出しは、「学問のすヽめ」

のもじりですが、学校長お薦めの「福翁自伝」は実は、

蔵書のなかに見当たらず、急遽、購入したという裏話

があります。教頭推薦の「風が強く吹いている」も、

この際ということで、もう一冊、買い入れました。 

 
最新号の７月号を御覧下さい。 

⑫７月号 

こちらは、ALTのボイドダリル先生が、本校を去るに
当たって、生徒たちにあてたメッセージとなっていま

す。  → この部分ズーム 
 
 日本に住むというのが夢だったという先生は5カ年
という異例の長期滞在で、ディー先生の愛称で親しま

れる存在でした。 
 
紙面の下の部分は、読書タイムを終えてのアンケート

の集計です。  → この部分ズーム 
 
 読書タイムに対する評価は、よかったが66％、普通
が31％、良くなかったが3％。 
 15分で実施していますが、58％の生徒がもっと長い
方がいいと回答しており、かなり肯定的に受け取られ

ていると判断してよさそうです。 
 
 右端は、おわかりでしょうか？ →この部分ズーム 
ゴーヤとミニトマトですが、図書館のベランダで栽培

しているものになります。 
 ベランダにゴーヤも揺れてエコライフと、俳句だか

川柳だか分かりませんが、なんとかそれらしく詠んだ

りしておりますが、実際は緑のカーテンにはほど遠い

ありさまです。 
ただ、これを植えるころから、教室にいるのがつら

いという、不登校予備軍のような男子生徒一名が、図

書館を居場所にしつつあったのですが、 
なぜか水やりなどを担当するようになるなかで、次

第に回復、教室復帰を、果たすまでになりました。 
進路変更も考えていたほどだったので、トマト以上

の収穫ではないかと、驚いているところです。 
 
ベランダのトマトは、生徒を呼び込むほどではありま

せんが、少しでも生徒が目を向けるようにということ

で、行っておりますのが、ミニギャラリー です。 

 

⑬入り口付近 

写真左手、照明が付いているコーナーが、ミニギャラ

リーとなっています。 
芸術の授業で美術を選択している生徒達の作品が展示

されているところです。 
右側の笹は、七夕飾りに擬して展示したものですが、

吊ってあるのは、短冊ではなく同じく芸術の書道選択

の生徒達による寄せ文字です。 
 
自分の作品、あるいは友人の作品を見つけますと、や

はり、はしゃいだ声が上がります。生徒たちのなかに

少しずつ、図書館の企画に目を向けたり、心待ちにす

るような動きがでてくれればと期待しています。 
 

学校祭に図書委員会として参加しているのも、図書館

の敷居を低くする試みです。 
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⑭学校祭 

写真は、昨年度の学校祭です。 
 
まず、パネルシアターのようすですが、→ズーム 
 
図書委員会が企画して、本校の卒業生に依頼して実

現したものです。演じているのは、家政科から県内短

大幼児教育学科に進学した卒業生です。もと図書委員

でもあります。 
 

画面の下は、栞作りを体験しているところです。 
               → この部分ズーム 
 この企画は古本市とリンクしていまして、お買い上 
げいただくと景品に栞がついてくる、また、オリジナ 
ルの栞を作る体験のみの参加もOKというかたちで行 
われました。収益があわせて約８千円ありまして、東 
日本大震災学校図書館復校の基金として、協力させて 
いただきました。 
   

学校規模で行う芸術鑑賞も、図書館が担当して行って 

います。選定はさすがに私ども教諭が行っております 
が、当日の運営は図書委員で行っています。 
 
  今年度は古典芸能でした。 

 

⑮古典芸能 

 演劇、古典芸能、音楽の三つの分野でローテーショ 
ンを組んで実施しておりますので、生徒達は在学中に、 
この３つ分野の本物にふれることが出来るわけです。 
今年は古典芸能ということで、紙工劇落語、紙切りの 
芸を取り入れた新しいタイプの話芸を楽しむことが出 
来ました。 
  写真は、６月１１日、月曜日の午後で、かなり暑 
かったのですが、このあとのアンケートでは、よか 
った、おもしろかったという声がほとんどでした。 
  以上、図書館に足の向かない生徒たちを、なんと 
か取り込もうと、さまざまなアプローチを試みてい 
るわけですが、 
メインとなる活動は、もちろん、よりよい読書体

験を重ねさせていくということです。 

 

  ⑯読書活動２０１２ 

ご覧いただいておりますのが、今回の発表の主眼と

なります、小冊子『読書活動２０１２』です。 
１年生がグリーン、２年生がピンク、三年生がクリー

ム色ということで、すでに定着してきています。 
このような専用の冊子をつかって読書活動を積み重

ねていこうという試みが、どのように生まれ、進展し

てきたのかを、順を追ってお話ししたいと思います。 
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最初は、『読書活動２０１０』の創設と初年度の概況と

いうことになります。  

 

⑰⑴『読書活動２０１０』の創設と初年度の概況 

 最初におことわりしておきますと、 
⑴『読書活動２０１０』の創設と初年度の概況となっ

ておりますように、以下、 

⑵、『読書活動２０１１』 

⑶、『読書活動２０１２』と、 
年度を追って、経過を報告していくことになります。 

 
ではまず、いったいどういうところから、こういう

取り組みが始められたのかということから、説明させ

ていただきます。 
 
①『読書活動２０１０』の創設までをご覧下さい。 
 ここで紹介しております概況は、平成２１年度、す

なわち２００９年の数値ですので、まさに創設前夜の

ものとなります。 
 年間入館者数が８，８５４人、開館日が、二百数十

日ですから、一日平均約４０人の計算です。 
 貸出冊数は、１，５６２冊、ただし上位の生徒が、

１００冊単位で読んでおりますので、 
０冊という生徒が少なくないということは、容易に想

像されるかと思います。 
次いで、貸し出された本を列挙しますと、 
 ちはやふるの末次由紀、山田悠介、湊かなえ、西尾

維新、東野圭吾と、トレンディーな作家があがってき

ています。        ★適宜ズーム 
 
「ちはやふる」は、漫画ですが、かるたをあつかっ

ていて、しかも福井県が出てくるというので、人気の

図書となっています。 
 
 
 

 
昨年は隣接する町で「ちはやふる聖地巡礼」という

イベントがあったのですが、当時3年生だった女子生
徒がガイド役を引き受けて参加しています。 
福井県はかるたクィーン・名人を輩出している土地

柄でもあり、本校かるた部も少数精鋭で上位大会に食

い込んでおりますので、図書館も全巻購入の構えです。 
湊かなえが上がっているのは、この頃、映画にもな

った告白が、校内でもブレイクした結果です。 
山田祐介は、積極的に推奨しているわけではないの

ですが、生徒のリクエストの強さの押されて、入れて

いるうちに、かなりの冊数が揃うことになってしまっ

ています。生徒が読みたがる本と、私たちが読ませた

いと思う本の間には、埋めがたい溝があるというのが

実際です。 
 
さて以上を総括しますと、見えてくるのは、 

 

⑱総括 

読む子は読むが読まない子は読まない 
読む子にしても、良質の読書とは言いがたい 
 
 即ち、二極分化と、貧しすぎる読書内容という概況

です。 
ここから、導き出されたのが、次の問題点でした。 
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 ⑲問題点 

 一部の生徒が偏った本に読みふけっているという状

況であり、ほとんどの生徒は読書の習慣を持っていな

い。 
 入り口の看板に掲げていることではありますが、心 
の糧となる読書活動は皆無である 
 
「心高かれ」を標榜するには、あまりにお粗末な実態 
であることを、今更ながら確認せざるを得ないという 
状況でした。この実態を直視するところから、私たち 
の取り組みは始まりました。 
 
 改善にむけて考えた柱が３点あります。 

 

⑳改善に向けて考えたこと 

 
まず、多くの生徒が否応なく読書活動に引き込まれて

いく仕掛けを構築していこうということ 
次に、多用な分野にわたる読書活動に誘い込む手だて 
を工夫していこうということ 
最後に、読みっぱなしではなく、考える読書活動にし 
ていくやり方を考案していこうということ 
  この３点について検討を重ねた結果、対策として

打ち出されたのが、この『読書活動２０１０』であ

ったということです。 

21 対策 

  
読書のための小冊子を作ろうということになり、表紙

のデザイン、見返しの部分、各ページの様式、評価の

あり方、推奨本の選定など、様々な準備がなされまし

た。のちほど、冊子の写真もでてまいりますので、そ

こで、ごらんいただけると思います。 
 冊子の考案とならんで、進められたのが、推奨本の

選定です。読むべき本を学年ごとに示すことは、偏っ

た読書を是正するための急務でした。 
   
既に岩波新書やジュニア新書が継続して入っていま

したが、より読みやすく、また話題性もあるものをと

いうことで、時には書店に出向き、調べてみました。

できる範囲ではありましたが、調査研究を経て、PHP
の新書が妥当だろうということになり、これを中心に

選定、複数の図書を購入して、学年ごとに分かりやす

い形で配架しました。 
 
さてこうして、いよいよ読書活動２０１０がスター

トするわけですが、 
 全校一斉に、新たに取り組むことなので、4 月の活
動は、国語科に全面的な協力を要請しました。 
新学期のなるべく早い授業を、この冊子を使った読

書活動に当てて、実際に図書館で学習として、冊子を

活用した読書を展開してもらったということです。 
おかげをもちまして、全生徒が、本を読み、学んだ

ことや考えたことを記録するというやりかたを体験的

に学習するところからスタートすることが出来ました。 
なお、このとき最初のテキストとして選定したのは、

司馬遼太郎の著作、「21世紀に生きる君たちへ」でし
た。授業時間内で読み、考え、考えたことを文章にす

ることのできる質と量を備えているもの、メッセージ

性があり、学年を越えた読書に堪えられる深さのある

もの、ということでの選定でした。 
なお、各ページは、学んだこと・分かったことと、
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考えたこと、思ったことを区別して記入する体裁にな

っております。テキストから読みとったことと、自分

が考えたことを明確に区別して記述することは、小論

文等を書く際に、有効であると思われたからです。 
 
 それでは、実際の展開について話しを進めてまいり

ます。 

 

22『読書活動２０１０』の展開 

まず、画面の右にありますのが、広報に使ったポス

ターです。 
折しも、国民読書年という追い風も吹きましたので、

滑り出しとしては上々吉の雰囲気がありました。 
小さく「学の小径」とありますのは、校歌の2番に
「学の小径の語らいや」と歌われているフレーズから

取ったもので、『読書活動２０１０』の表紙にも、サブ

タイトルのように記載されています。 
いちいち『読書活動２０１０』というのも、口に憚

りますので、生徒得意の縮めて呼ぶ呼び方で、ガクコ

ミとかなってくれればと期待したのですが、これは全

く気配さえ見えないまま、今に至っています。 
 
 さて、実施形態ですが、 
冊子は、クラスごとにケースに収め、各教室に置くこ

ととしました、管理は図書委員が行い、月末には、担

任がチェックする。というごくシンプルな形態で、ス

タートしました。同時に、この活動が、どれだけ浸透

しているかを確認する目的で、読書実態調査を開始し

ています。「読書と思索のため」にという、今回のこの

発表のタイトルは、実はこの実態調査のネーミングで

もあります。 
 推奨本を示し、 
記録のためのノートと 
年間10冊という努力目標を設定したことで、 
劇的なとまではいかないにせよ、なんらかの効果が

あることを、期待したということは、 
今振り返ってみますと、余りにも楽観的だったよう

です。 
 
そのことを数値ではっきり示したデータがあります。 

 

23 取り組みの概況 

これは平成22年度、2010年の学校経営計画に対する
評価報告の図書館に関するページの一部分です。 
「読書活動２０１０」にしっかり取り組めましたか？

という質問を判断基準に、 
考える読書が身についたかどうかを評価するものです。 
 １０冊以上の本を読み、内容や感想を記録できたと

回答したのは、全体の約１２％、とりあえず読んだが

不充分だった（１１％）とあわせても全体の3割に達
しませんでした。 後ほど比較の数値として出てまい

りますので、この3割という数値をご記憶下さい。 
 
半数以上が3冊以下の本誌か読めなかったと回答し
ていますが、これは、年度途中で挫折したと言い換え

られます。御覧いただいている画面で、年度途中で挫

折するケースが続出したと表示しているのは、このこ

とです。 
もちろん、担任がたまたま国語科であったりした場

合は、クラスの取り組みも比較的良好で、結果として、

クラス間に格差が現れることにもなりました。 
熱心に取り組んで、良い結果を出してくれた同僚に

は感謝感激ですが、 
そもそも優れた方式は、それにのっとりさえすれば、

いつでも誰でも相応の成果を収めるというものである

べきですから、私たちの考案した『読書活動２０１０』

は、方式として失敗だった、あまりに杜撰で粗悪であ

ったと認めざるを得ない結果でした。 
  
総括の画面をご覧下さい。 
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24 総括 

 生徒・職員への周知の仕方が不充分であったために、

成果を出すことが出来なかった。 
 まさに敗北宣言ですが、 
 その中で 
 問題点として拾ったのが、以下の3点でした 
  
まず年間10冊という目標が達成できなかったこと 
 次いで、担任の理解・協力が得られなかったこと 
 最後に、この取り組みが、図書館の利用や貸し出し

の増加につながらなかったこと 
                以上の、3点です。 
  最後の、取り組みが利用につながらなかったとい

う点については、また後ほど数値でお示しすること

になります。 
 
 そこで、改善に向けて、考えたことですが、 
  
まず出てきたのは、月ごとに、ジャンルを決めて読

書活動を展開できないかということです。 
 
「そのためには、関連の教科の協力を得るのが得策だ

ろう」、「どうしたら理解を得て、円滑に展開できるだ

ろうか」と、細かく詰めていくなかで、各教科から連

絡委員をだしてもらい、図書館と教科とのパイプ役を

務めてもらうことなどが考案されました。 
画面にある 
関連の教科の協力を得て、ジャンルを決めた読書活

動を推進していく仕組みの構築ということです。 
 
また、「図書館と生徒を繋ぐのは、なんといっても図

書委員だろう」、「図書委員を育て、活用することを考

えられないか」ということも検討の材料となりました。 
具体的には、役割を明確にし、責任を持たせるとい

うことになります。 
 

 そこで打ち出された対策が、改訂版の『読書活動２

０１１』でした。 

 

 25 対策 

『読書活動2010』と比較しながらお話しさせていただ
きます。 
 
『２０１０』の表紙の見返しを見ていただくと、 
年間 10 冊という目標に合わせた、シンプルな表が
あるだけですが、 
『２０１１』のほうは、ジャンルが明記されています。 
このジャンルは、分類番号の0から9までを指してい
ます。 
また、右端には担当した教科の検印の欄も設けてい

ます。 
下の部分は、『２０１０』から引き継いだ、学年のテ

ーマと、推奨本の一覧です。 
さて4月は、やはり国語科の協力で、一斉のスター
トとなりました。 

今回はジャンルを文学として、三浦
みうら

哲郎
てつお

の短編「と

んかつ」をテキストに指定しました。少年の進路実現

をテーマに舞台も福井県で、永平寺や東尋坊など、馴

染みのある地名がでてくるところなど、多くの生徒が、

親しみを持って読んでくれるのではないかと期待した

部分もあります。 
 
5 月以降が、いよいよ各教科の協力を得ての展開と
なりますが、まずは、5 月、科学の広報に使われたポ
スターを御覧下さい。 
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26『読書活動２０１１』のスタート 

ここからが、20011年度の取り組みになって参ります。 
 
さて、ポスターですが、 
自然科学への誘いと標題を掲げまして、 
 そもそも自然科学とは、どういう分野なのか、 
どういうとらえかたをすればいいのか、 
という基本的なことが明示してあります。 
分類番号なら400番代であることや、締め切り日も
明記してあります。 
右側は、理科の教諭によるお薦めの本とコメントで

す。 
 ジャンルと担当教科が直結する場合は、積極的な協

力を得ることが出来たように思います。 
 図書館側としては、課題のジャンルが変わるのにあ

わせて、館内のレイアウトを変えました。 
 その月のジャンルの本を、ブックトラックに載せた

り、平積みにしたり、工夫を凝らしました。 
 それではここで、生徒たちの記述を、紹介させてい

ただきます。 

 

27 成果と新たな問題点 

見出しは成果と新たな問題点となっておりますが、 
問題点は後回しにして、まずは、成果から、お話しさ

せていただきます。 
 
いよいよ、『読書活動』の冊子の実物を見ていただく

わけですが、まずは 
 見返しにある表を御覧下さい。 
 
毎月の課題となっているジャンルの本が、読まれて

いるのが、お分かりいただけると思います。 
５月は科学で「おいしい実験キッチン」 
６月は、国際・言語で、「国境なき医師団」 
７月は、社会で「もの食う人々」 
８月は、読書感想文のためになし。 
記載者はいたって真面目な生徒のようです。 

９月は、情報で「拒食症」 
１０月は芸術で「Jポップの心象風景」 
１１月、経済、「高校生のための経済学入門」 
１２月－１月、思想で、「金色の林檎」 
  ここは、２ヶ月で１冊ですが、年末年始で、

冬休みも入りますので、妥当なところだろう

と思っています。 
２月、文化、「ベルﾅのしっぽ」 
年間通して記載され、担当者の検印も押されて

います。 
 
続いて、別の生徒の冊子で、5 月・6 月のペー
ジを見てみましょう！ 

 

28 
5月、ペンギンの歩く町 
湾岸戦争のときのことかなと思いますが、 
担当者が、感想の記述にアンダーラインを引いて、

「ちゃんと大事なことを読みとったな」っていう

感じのメッセージを伝えているのがおわかりかと

思います。 
 
ページの下のランキングは、三つ星レストランと

かよく聞く評価に習って、生徒達がテキストに対
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して、この本は二つ星とか三つ星とか判定する仕

組みになっています。 
これは四つ星の高評価です！ 
同じ生徒ですが、6月が、六本足の子ども、 
核兵器や戦争についての意見を綴っています。 

別の生徒の7月と9月を見てみましょう！ 

 

29 

 別の生徒の7月です。 
「世界の若者の社会に対する『不満』」 
 ぎっしり書いています。この月のジャンルは、社会

科で、「各国を比較してみるとおもしろいかも」と、担

当者が助言を書き込んでいます。 
  

9月のページ、 
 池上彰さんという、まさに旬の書き手の著書「経済

のことがよくわからないまま社会人になってしまった

人へ」という本で書いているところが、まず注目され

ます。 
分かったこととして、いい買い物だったか、悪い買

い物だったかの基準は自分の満足度にあるのだという

ことが書かれています。 
そこから考えを進めて、「労働力の再生産」に結びつ

く上手な買い物をこころがけるべきだ、それが、世の

中のためにもなっていくのではないかと、書かれてく

るわけですが、担当者もこの部分に、よく考えたねと

いう、波線をつけています。 
最後は、自分自身の消費行動を振り返っての感想に

なっていて、ここには、担当者もざっくばらんなコメ

ントを付けています。 
 

また、人を変えて、10月のページになります。 

 
 

30 

「地雷ではなく花を下さい」この時のジャンルは芸術

ということで、実はこれは絵本ですが、五つ星をつけ

て、ぎっしり書いてあります。 
 
地雷がアメリカの南北戦争の時いらいのものである

という記載は、そんな昔からあったのかという驚きを

伝えています。 
お菓子やおもちゃの形をした地雷があると書きとめ

たときの、憤りも浮かぶようです。 
 
戦争が終わっても地雷で亡くなる子どもたちがいる 
ことに触れ、「この絵本の最後のように、世界から地雷

がすべてなくなり、そこにお花畑や木々になることを

強く願いたい」と結んでいますが、 
担当者もしっかりアンダーラインを引いて、 
「いつかそうしたいね」とコメントしています。 

 
以上、見ていただいたように、充実した記述が

見られるようになったということで、年度末、卒

業式の前日に、表彰を行いました。 
 

 
31生徒の取り組みに対する評価 
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 これまで、ご覧いただいたような、しっかりした記

述を、年間通して積み重ねることが出来た生徒、39名
に、奨励賞を授与、ちょっとした文具類の副賞も用意

しました。それぞれの学年で、クラスとしての取り組

みが良かったところは、クラス表彰も行いました。特

別賞の対象は、実は図書委員長で、年間通して、この

取り組みが滞りなく展開できたのは、図書委員をまと

めた彼のリーダーシップに負うところが大きかったと

いうことで、記念すべき受賞となりました。 
 
いいことづくめのようですが、勿論問題点もありまし

た。総括のあと、拾ってみたいと思います。 

 

32 総括 

『２０１０』の概況と同じく、 
学校経営計画に対する評価の数値で見ていきます。 
前回同様「読書活動２０１１にしっかり取り組めまし

たか？」の問いに答える形で、考える読書が身につい

たかどうか、成果を判定しようというものです。 
年間１０冊読むという基本的なあり方に合わせて、判

断基準の立て方が改められていますが、前年度と比較

するのに支障はありません。 
 毎回、期日を守って提出できたが31％、遅れること
があったが21％、合わせて52％の生徒が10冊は読め
たということになります。前年度が３割に満たなかっ

たことを考えますと、飛躍的な増加です。途中で挫折

したという回答は20％、つまり、8割の生徒が、まが
りなりにも、年間通して読書活動に取り組んだという

ことになります。 
 
これだけの成果を上げる一方で浮上してきた問題とは

何か、いよいよ、そこに触れていくことにします。 

 

33 問題点 

問題点ということで、4点上がっています。 
 
まず、あがったのが、 
各教科の協力を得る事を前提にスタートして、結果

として、予想外の負担を掛けるケースが出てしまった

ということです。 
 
図書館側としては、やはり生徒の意欲をつなぐには、

誰かがしっかり見ている、評価する人がいるというこ

とが、やはり大切だろうということで、お願いしたわ

けですが、 
担当する側からすると、 
評価するからには基準を立てなくてはいけないとか、

全員が提出するまで、徹底的に指導すべきだろうとか、

あくまでも教科で行う指導の一つとしてきちんと行う

べきだという考えも当然出てくるわけで、私たちが、

簡単に考えていたのとは、違ってきた部分があるとい

うことです。 
 
次に 
教科で点検し、すみやかに教室にもどすという流れ

が、いったん滞ると、あと、元のサイクルに戻すのが

大変だったということがあります。 
ひどい場合は、一時的にではありますが、冊子の所

在がつかめないという事態にもなりました。 
（夏休みと学校祭の9月が天敵です） 
３点目は、生徒への悪影響になりますが、 
評価されるということが前面に押し出された結果、帯

を写したり、級友の文章をそのまま書き写すというケ

ースが何件かあがってきたということです。 
 
最後の点検の仕方にばらつきがあるというのは、 
もちろん、ある程度、想定していたことですが、余り

にも機械的な処理では、生徒の意欲をむしろそぐよう
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な結果にもなりかねないので、図書のスタッフが代行

する場合もありました。 
 
以上の問題点を踏まえて、改善に向けて考えたことは、 

 

34 改善に向けて考えたこと 

当然ながら 
教科の先生方に負担を掛けない方法で実施するにはど

うしたらよいか？ 
教科を強調した結果の弊害を、どう是正していくか 
の、2点でした。 
 
 この二つの問題をクリアしていくために、まずした

ことは、先生方や生徒の声を拾うことでした。教科会

への問いかけ、図書館に来る生徒たちの意見の収集と

いったことが挙げられます。 
 教員対象に行ったアンケートでは、次年度もまた同

様のことをお願いした場合、協力してもらえるかどう

かという問いに、教科として非常に厳密に取り組んだ

実績のある職員がむしろ辛口のコメントを寄せていた

のが印象的でした。 
 生徒の声では、本好きの生徒達が、分野を決められ

て、読まされるという感じのなかで本を読むことに、

ある種の抵抗を感じていることを、聞き取ることがで

きました。 
そこで取り組まれたのが、テキストの見直しです。 
 

35『読書活動～』の見直し 

先のテキストが攻めの姿勢であったと見れば、今度の

改訂は、穏やかな取り組みを基本に構想されることに

なりました。 
すなわち、先生方の協力を得やすい、読書の習慣に結

びつく、穏やかな取り組みの考案です。 
 
新旧の冊子を見比べる形で説明します。 

 
２０１１は、先に御覧いただいたとおり、月々のジャ

ンルが規定されていました。 
対する２０１２は、特に規定を設けないかたちになっ

ています。 
ただ注意事項として、表の右側になりますが 
ジャンルには、図では丸く囲んであるこの欄になりま

すが、ここには分類番号を記入し、番号の違う本に挑

戦してみましょう！と呼びかけています。 
読書活動の記録が欠かさずなされ、3 種類以上の分
類番号の本を読んだ人は、読書達人として認定され、

（認定証授与）年間表彰の対象になりますと、記載し

ました。 
 
 ちなみに、認定証のことは、殆ど失念しておりまし

たので、これからちょっとかっこいいものを制作した

いと思います。 
 
 各ページも、変更を加え、 
本から得た知識情報を記入する欄と、感想を書く欄

の二つにしました。 
 
感銘を受けた部分・大事だと思ったところを、ペー

ジを明記して書き抜いておくというのが、知識情報の

欄になります。帯や友人のものを書き写すのでなく、

中身をしっかり読むようにというねらいももちろんあ

りますが、それ以上に、読書の記録が蓄積され、たと

えば小論文を書くようなときに、あの本にあれが書い

てあったなと、活用できるような日が来ることを考え

て企画したものです。 
 
また、生徒が取り組みやすいよう、読書タイムの月

は、それに合わせたページに変更し、8 月は、読書感
想文についてのお知らせのページになっています。 
さらに3年生は、様式を変え、月々の記録ではなく、
随時書き込み、進路実現に向けた、積極的な活用をし

ていける作りに改めました。 
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冊子の改訂に伴って、管理・点検にも、新たな方法を

取り入れました。 

 

36 管理・点検の方法 

まず、各教室でなく、図書館の専用の棚に置くこと

にしました。3 年生の分は、進路指導室前のロッカー
において、進路部や学年会で活用して貰うかたちに変

更しました。 
 
ここからは、平成24年度、『読書活動２０１２』をめ
ぐる報告になって参ります。 

 

37『読書活動２０１２』の新たなスタート 

 画面は、今年のオリエンテーションで使用したパワ

ーポイントの表紙になります。2 クラス単位で、パワ
ーポイントを使ったガイダンスを受け、図書館で実際

に借りてみるという一連の利用指導になりますが、こ

のときの様子については、既に見ていただいたとおり

です。 
 
さて、画面は、読書活動２０１２の表紙になります。 

 

38 読書活動２０１２ 

既に、お馴染みになりつつある表紙です。 
色、デザインを踏襲して、高校時代の読書体験とし

て、この冊子が脳裡にやきついてくれればと、生徒が

嫌がりそうなことを考えています。 
 
裏表紙に、分類を明記したのも、今回の改訂からにな

ります。

 

393種類以上の分類とは 

 
今年度は、三つ以上の分野にわたった読書活動をしよ

うということで展開しておりますので、 
０から９の中から３種類以上を読みましょうと、吹き

出しに入れて、アピールする形になっています。 
 
スタートに当たっては、今年度も国語科の協力を取り

付けました。１，２年生の全クラスが、４月中の授業

で、図書館に来て読書活動に取り組んでいきました。 
テキストについては、限定するのでなく、時間内に読

んで感想をまとめることの出来る短編集を充実させる

ことで対応するという方法をとってみました。 
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読書活動の最初の一歩として、購入したシリーズにな

ります。 

 

40 読書活動の最初の一歩 

 表紙は高校生好みになっていますが、内容は、すで

に評価の定まった書き手を網羅して、読書の入り口と

して進めるにふさわしいものになっているのではない

かと思います。 
 
ここで、『読書活動２０１２』の利用法を、示しておき

ます。 

 

41 読書活動２０１２ 利用法 

今年度は各クラスとも、これまでのケースのほかに、

記入済みのものを入れるケースを用意しました。 
毎月 20 日までに各自で書き込み、随時、記入済みの
ケースにいれておくというやり方です。 
図で確認しますと 
１、 各クラスのケースから各自取り出す 
２、 毎月20日までに本を読み、読書活動2012の冊子
に記入する。 

３、 記入五、各クラスの記入済みのケースに入れる 
という流れになります。 

さて、その記入済みが、どうなっていくかというのが、

次の図になります。 

 
42読書活動2012の流れ 
 図の右下、読書活動２０１２に記入の続きになりま

す。カーブした矢印に導かれまして、 記入済みのケ

ースに入れる。 ここまで、先ほど説明した分けです

が、次の黄色い部分「記入の有無をチェック」という

のを、今年度は図書館スタッフで行うことにしました。 
 
本校では、各校務分掌の部会のための時間が、授業時

間内に設定されていますので、毎月最後の週の部会の

時間に、スタッフ全員で点検に当たっています。 
 
チェックを終え、元のケースに入れておくと、また、

次の月の活動が始まっていくというわけです。 
 
ようやく 1 学期が終わったところですが、2012 のペ
ージをいくつか、ご紹介させていただきます。 

 

43 
 見返しの部分をまず見てみましょう。 
 ジャンルの番号が、既に3種類になっています。 
 4月のページに目をやりますと、 
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 ちょっと分かりにくいですが、書き抜いた部分と、

その理由、書き抜いた理由がシルされているのが分

かります。 
  感想の部分には、担当者がとりくみを褒めるコメ

ントを書き込んでいます。 
別の生徒で、5月、6月を見てみましょう！ 

 

44 
ジュニア新書「おとなになるということ」をテキスト

に、 
知識情報の欄は、 
ページも明記し、（  ）には書き抜いた理由も書き込

んであります。 
 
感想 
「私も大人から『子どもは楽だ』というようなことを

言われたことがあります。子どもだって、充分たいへ

んな思いをしているのに先が思いやられるなと思って

いました。」ここが、おもしろいですね、 
つまり、充分大変な思いをしているのに、 
楽だと言われる、大人になったらどうなるんだ？と心

配だと言っているわけです。 
私だったら、絶対ここにアンダ―ラインを引きたいと

ころですが、担当者は、この生徒が「大人になるとま

わりも大人になるから」と、それこそちょっとおとな

のコメントをしているところを評価して波線を引いて

います。コメントは、「ちゃんとした大人を目指してく

ださい。」だれ？って感じです。 
 
6月は読書タイムのページです。 
毎日一冊読んでも大丈夫な仕様になっていますが、

いまのところ、ややおおげさすぎたかなという感じで

す。 
この生徒も、冒頭に全部読み切れなかったと告白し

ています。コメントは、是非、最後まで読んでみてく

ださい。 

最後に 
この『読書活動』の取り組みが、図書館の利用とどの

ように結びついているかということですが、 
 
これは、読書実態調査、読書と思索のためにで、数値

として確認することが出来ます。 

 

45 状況 

調査は学期末ごとに行っていますが、7月実施の分で、
過去3カ年の経過をたどってみたいと思います。 
 
図書館を利用するのは、どんな時ですかという問いに 
読書活動のためと答えているのは、 
22年度、読書活動２０１０創設の年には22ポイント 
23年度が、２２８ポイント 
24年度が、２４６ポイント という結果になっていま
す。さらに 
今年度の状況を見ますと 
1年生は１０１ポイント 
2年生は９９ポイント 
3 年生は４６ポイントとなっていて、3 年生の活動を
学年会と進路指導部に委ねたことの影響がうかがえま

す。 
3 年生の扱いについては、次年度の課題となるかもし
れません。 
 
さて、私どもの3年間の取り組みを逐一順を追って報
告させていただいて参りましたが、最後に、この取り

組みを通して考えましたことをお伝えして、発表を締

め括らせていただくことにします。 
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45終わりに 
読書活動２０１０を構想したとき、 
私どもにあったのは、読書活動という個人的な営みに

介入していくことへのある種のためらいだったように

思います。 
偏った分野の限られた作家の本に耽溺することに、口

を挟んでいくことへのためらいです。 
ただ、十代の読書に限っては、 
幅広いジャンルにおよぶ多用な読書がやはり有効なの

ではないか。 
単に読書を楽しむだけでなく、 
自分自身について考えたり 
自己を取り巻く世界について考えるという 
内省あるいは、思索といった深みまで到達してもらい

たいというのが、 
私どもの思いです。 
 
読書活動『２０１０』『２０１１』『２０１２』の取り

組みは、図書館に来ざるを得ない状況を作りだし、 
ある程度の幅を持った読書と 
いくらかは考えざるをえない仕組みの定着をはかろう

とする企てでした。 
よりよい読書活動を重ね、自身の内面に思索の深淵を

蓄えていけるよう、様々な手だてを講じることを、図

書館の役割のひとつとして引き受けていくことを、 
もちろん、皆さん、既に実践しているところではある

かと思いますが、改めて、提案するとともに、私ども

もまた、実践を重ねていきたいと、思いを新たにして

おります。 
          
長々とお話しさせていただきました。 
ありがとうございました。 

 
 
 


